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区
の
事
業
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総
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検
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区
で
は
、
本
年
度
か
ら
民
間
の
経
営
感
覚
を
取
り
入
れ
た
事
務
事
業
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
、
む
だ
の
無
い
行
政
を
め
ざ
し
て
、
聖
域
を
設
け
ず
、
す
べ
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
総
点
検
を
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

―
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
へ
。
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事
務
事
業
評
価
制
度
と
は

〈図１―事務事業評価のねらい〉�

区のビジョン（基本構想）の実現�

事務事業評価�
計画（PLAN）、実施（DO）、評価（SEE）�
のマネジメントサイクルを考慮した行政活動�

区民と区政とのパート�
ナーシップの確立�

区民の目で見た透�
明度の高い行政運�
営�

事務事業の見直し�
有効な改善策の�
策定�

職員の�
意識改革�

行政運営の効率化、限�
られた資源の有効活用�

〈図２―事務事業評価表の構成〉�

実施（DO）�

評価（SEE）�

計画（PLAN）�

�事業の目的・成果�
�事業の概要�
�総事業費・コスト把握�
�事業を取り巻く環境�
　など�

�結果評価�
　目的の妥当性�
　事業の有効性�
　事業の効率性（コスト）�
　事業の将来性�

�今後の事業のあり方�
�改善策�

　

事
務
事
業
評
価
制
度
は
、
個

々
の
事
務
事
業
に
よ
り
提
供
さ

れ
て
い
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
満
足

を
得
て
い
る
か
、
目
標
に
対
し

て
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
か
な

ど
を
考
慮
し
て
定
期
的
に
見
直

し
、
仕
事
の
改
善
策
を
考
え
る

も
の
で
す
。
限
ら
れ
た
財
源
や

人
材
の
有
効
活
用
、
行
政
運
営

の
効
率
化
、
職
員
の
意
識
改
革

な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

評
価
は
、
個
々
の
事
務
事
業

の
担
当
課
が
事
務
事
業
評
価
表

を
作
成
し
て
行
い
ま
す
。
事
務

事
業
評
価
表
は
、
大
き
く
分
け

て
、
①
事
業
の
目
的
・
成
果
・

概
要
、
コ
ス
ト
の
把
握
、
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
、
②
事
業
の

結
果
評
価
、
③
今
後
の
事
業
の

あ
り
方
、
改
善
策
と
い
う
仕
事

を
行
う
上
で
必
要
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
た
構

成
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　

本
年
度
は
、
す
べ
て
の
事
務

事
業
に
つ
い
て
、
事
業
の
目
的

の
妥
当
性
、有
効
性
、効
率
性
、

将
来
性
の
四
つ
の
視
点
か
ら
、

区
が
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
、

事
業
の
効
果
を
さ
ら
に
上
げ
る

余
地
は
な
い
か
、
よ
り
コ
ス
ト

が
か
か
ら
な
い
や
り
方
に
変
え

ら
れ
な
い
か
な
ど
一
一
項
目
に

わ
た
っ
て
き
め
細
か
な
評
価
を

行
い
、
必
要
性
の
薄
れ
た
も
の

や
効
果
が
疑
問
視
さ
れ
る
も
の

は
、
廃
止
・
縮
小
す
る
な
ど
今

後
の
事
業
の
あ
り
方
や
改
善
策

を
定
め
ま
し
た
。

　

評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
可

能
な
も
の
を
平
成　

年
度
の
予

１２

算
編
成
や
行
財
政
再
建
緊
急
プ

ラ
ン
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
平
成　

年
度
の

１０

全
事
務
事
業
（
予
算
上
の
執
行

項
目
）
一
二
二
二
件
に
つ
い
て

評
価
を
行
い
ま
し
た
が
、
評
価

結
果
お
よ
び
そ
れ
を
踏
ま
え
た

今
後
の
あ
り
方
（
廃
止
・
縮
小

な
ど
）
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

�　

目
的
の
妥
当
性　

①
目
的
が
達
成
さ
れ
、
役
割
が

薄
れ
て
い
ま
す
か

　

は
い　
　
　

一
一
一
件

　

い
い
え　

一
〇
八
三
件

　

「
は
い
」
の
回
答
が
あ
っ
た

事
務
事
業
＝
す
ぎ
な
み
ま
つ

り
、
隣
人
預
託
に
係
る
保
育
手

当
、
あ
き
缶
回
収
機
（
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
）
な
ど

②
意
図
す
る
こ
と
が
効
果
に
結

び
つ
い
て
い
ま
す
か

　

は
い　
　

一
〇
五
一
件

　

い
い
え　
　

一
四
〇
件

　

「
い
い
え
」
の
回
答
が
あ
っ

た
事
務
事
業
＝
友
愛
訪
問
員
に

よ
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

骨
の
健
康
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
成
人

病
対
策
）、
予
防
接
種
な
ど

③
特
定
の
個
人
や
団
体
に
受
益

が
偏
っ
て
い
ま
す
か

　

は
い　
　
　

一
二
六
件

　

い
い
え　

一
〇
七
一
件

　

「
は
い
」
の
回
答
が
あ
っ
た

事
務
事
業
＝
病
害
虫
防
除
（
害

虫
等
駆
除
用
薬
剤
の
配
布
）、

ふ
れ
あ
い
道
路
の
整
備
（
買
物

道
路
整
備
）、
成
人
教
育
団
体

育
成
（
社
会
教
育
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
へ
の
助
成
）
な
ど

④
区
が
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

か　
　

は
い　
　

一
一
〇
五
件

　

い
い
え　
　
　

九
五
件

　

「
い
い
え
」
の
回
答
が
あ
っ

た
事
務
事
業
＝
優
良
従
業
員
表

彰（
従
業
員
定
着
促
進
）、
保
育

施
設
園
児
等
に
対
す
る
歳
末
慰

問
品
、
土
木
試
験
室
運
営
な

どⅡ　

事
業
の
有
効
性

①
事
業
効
果
を
さ
ら
に
あ
げ
る

余
地
は
あ
り
ま
す
か

　

は
い　
　
　

七
四
九
件

　

い
い
え　
　

四
四
六
件

　

「
は
い
」
の
回
答
が
あ
っ
た

事
務
事
業
＝
地
域
情
報
化
推

進
、
訪
問
指
導
（
療
養
・
看
護

方
法
等
の
指
導
・
助
言
）、
か
か

り
つ
け
医
機
能
推
進
な
ど

②
同
じ
目
的
を
持
つ
他
の
事
業

は
あ
り
ま
す
か

　

は
い　
　
　

三
一
三
件

　

い
い
え　
　

八
八
四
件

　

「
は
い
」
の
回
答
が
あ
っ
た

事
務
事
業
＝
保
養
所
施
設
運

営
、
応
急
小
口
資
金
（
生
活
資

金
等
貸
付
け
）、成
人
教
育
に
係

る
区
民
講
座
な
ど

�　

事
業
の
効
率
性（
コ
ス
ト
）

①
事
業
内
容
の
な
か
で
、
廃
止

や
縮
小
で
き
る
余
地
は
あ
り
ま

す
か

　

は
い　
　
　

五
三
五
件

　

い
い
え　
　

六
六
二
件

　

「
は
い
」
の
回
答
が
あ
っ
た

事
務
事
業
＝
ひ
と
り
親
家
庭
援

護
（
親
子
観
劇
会
）、
広
聴
活
動

（
施
設
め
ぐ
り
）、み
ど
り
の
普

及
啓
発
（
植
樹
祭
・
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
）
な
ど

②
よ
り
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い

や
り
方
に
変
え
ら
れ
ま
す
か　

　

は
い　
　
　

六
一
三
件

　

い
い
え　
　

五
七
九
件

　

「
は
い
」
の
回
答
が
あ
っ
た

事
務
事
業
＝
電
子
計
算
組
織
運

営
、
区
有
物
件
火
災
共
済
分
担

金
、
自
然
村
施
設
運
営
な
ど

③
受
益
者
負
担
の
見
直
し
余
地

は
あ
り
ま
す
か

　

は
い　
　
　

二
六
二
件

　

い
い
え　
　

九
三
一
件

　

「
は
い
」
の
回
答
が
あ
っ
た

事
務
事
業
＝
学
童
ク
ラ
ブ
運

営
、
が
ん
検
診
、
苗
木
配
布

（
み
ど
り
の
育
成
）
な
ど

④
事
務
改
善
に
よ
っ
て
所
要
時

間
が
削
減
で
き
ま
す
か

　

は
い　
　
　

四
四
四
件

　

い
い
え　
　

七
四
九
件

　

「
は
い
」
の
回
答
が
あ
っ
た

事
務
事
業
＝
区
政
資
料
室
等
管

理
運
営
、
人
事
・
給
与
事
務
、

軽
自
動
車
税
賦
課
徴
収
整
理
事

務
な
ど

�　

事
業
の
将
来
性

①
こ
の
ま
ま
事
業
が
推
移
し
た

ら
、
将
来
、
コ
ス
ト
圧
迫
（
上

昇
）
に
な
り
ま
す
か

　

は
い　
　
　

五
五
九
件

　

い
い
え　
　

六
三
八
件

　
「
は
い
」の
回
答
が
あ
っ
た
事

務
事
業
＝
老
人
保
健
医
療
費
拠

出
金
、区
営
住
宅
維
持
管
理
、学

校
教
育
諸
施
設
整
備
充
実
な
ど

☆ 

　

評
価
結
果
に
基
づ
く
「
今
後

の
あ
り
方
」
を
、
２
面
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

�
定
期
的
な
見
直
し
で

仕
事
の
改
善
を

�
四
つ
の
視
点
か
ら
評
価

�
可
能
な
も
の
を　

年
度
の

１２

予
算
編
成
な
ど
に
反
映

元
区
長松

田
良
吉
氏
が
逝
去

　

３
月
３
日
午
後
９
時
す
ぎ

逝
去
。　

歳
。

８６

　

松
田
氏
は
、
昭
和　

年
に

３８

収
入
役
、　

年
か
ら
助
役
、

４３

昭
和　

年
か
ら
平
成
７
年
の

５８

三
期
一
二
年
間
を
区
長
と
し

て
、
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
人
の
業
績
を
た
た
え
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　
評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評
価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
にににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててててててててて

評
価
結
果
に
つ
い
て

▲桜で満開の善福寺川緑地（昨年４月）
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事務事業評価結果
今後の事業のあり方―主な事業―

※一つの事務事業で縮小、見直しなど複数の回答をしているものがあります。

�

拡
充

一
四
九
件

◇情報公開・個人情報保護審査会および審議会＝情報公開制度見

直しのため。

◇アメニティショッピングタウン助成＝新たにホームページ開設

等の情報化、商店街マップ作成等を助成対象とするため。

◇学校地域防災連絡会＝地域の自主的な防災ネットワークづくり

を推進するため。

◇防災行政無線＝地域防災無線を充実するため。

◇民営保育園児に対する運営費加算＝新たな保育需要に対応する

ため。

◇環境保全意識の普及啓発等＝環境問題は年々深刻さを増してお

り、環境保全により積極的に取り組んでいくため。

◇建築指導確認＝建築基準法改正による図書の閲覧制度拡充によ

り新システムを導入する必要があるため。

◇情報教育の推進＝インターネットの利用等、コンピュータを使

った情報教育の必要性が増しているため。

事業内容を充実するもの

◇生鮮食品青空市奨励【１１年度】

＝事業を終了し、消費者と販売

業者との交流や懇談会等の充実

を図る。

◇福祉電話等（インターホン、

ブザーの設置および管理）【１１

年度】＝有線によるインターホ

ンでなくても、多機能電話で簡

単に連絡がとれるようになって

おり、役割が薄れている。

◇福祉のまちづくりモデル地区

整備【１１年度】阿佐ケ谷駅周辺

地区における福祉のまちづくり

モデル地区整備事業の終了によ

る。

事業に終期を設けるもの �

終
期
設
定

三
八
件

今後の取組み
　

事
務
事
業
評
価
を
は
じ
め
と

し
た
行
政
評
価
は
、
国
内
に
お

い
て
ま
だ
確
立
さ
れ
た
手
法
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

区
で
は
、
本
年
度
の
実
施
結

果
を
踏
ま
え
て
、
簡
単
で
わ
か

り
や
す
い
成
果
指
標
の
設
定
や

事
務
事
業
の
正
確
な
コ
ス
ト
の

把
握
な
ど
の
課
題
を
整
理
し

て
、
今
後
、
事
務
事
業
評
価
制

度
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、企
画
課
へ
。

　

事
務
事
業
評
価
表
は
、
区
政

資
料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

◇
事
務
事
業
評
価
表
の
閲
覧

◇施設めぐり＝効率性の観点から、実施回数を見直す。

◇区有物件火災共済分担金＝共済加入目的物を限定することで、

共済分担金を抑制する。

◇心身障害者ホームヘルプサービス＝介護保険制度の実施によ

り、対象者の減少が見込まれる。

◇害虫等の防除＝害虫の発生状況を把握し、必要に応じた薬剤散

布とする。

◇道路清掃＝対象を絞って清掃効果の向上や作業効率の上昇を図

る。

◇ガードレール清掃＝交通安全に影響の少ないガードレールの清

掃頻度を見直す。

◇郷土博物館特別展・企画展＝財政状況を勘案し、実施回数の減

を図る。

◇職員被服貸与＝貸与品および数量、貸与年数等の基準を見直す。

◇職員研修＝職員研修はますます重要になっているが、効率性の

観点から研修内容・講師等について見直す。

◇賃貸ビル等維持管理＝借り上げの必要性の低い事務室につい

て、借り上げの廃止を含めて見直す。

◇高齢者活動支援センター各種大会＝参加賞等について見直す。

◇男女平等推進センター夜間利用管理＝利用の少ない夜間を団体

貸し出し（予約制）のみの自主管理方式とすることを検討する。

◇がん検診＝各種がん検診の委託単価を見直し、各がん検診の実

施方法の変更について検討する。

◇苗木の配布（一般・卒業記念）＝記念樹配布等を見直す。

規模を減らしたりするもの事業のやり方などを工夫するもの �

縮
小

九
四
件

�

見
直
し

八
六
八
件

◇ビューすぎなみの発行＝今後「広報すぎなみ」の充実を図るこ

ととして休止する。

◇公会堂改築設計＝実施設計以降の改築計画は新たな行政計画に

おいて計画化するため休止する。

◇すぎなみまつり＝区民センターまつりなどが定着し、相対的に

すぎなみまつりの比重が低くなっているため休止する。

◇ニュースポーツ大会（児童青少年センター）＝スポーツチャン

バラなどのニュースポーツについては普及が十分ではないため、

大会開催を休止する。

◇親水プロムナード整備＝河川管理用通路のカラー舗装化は緊急

性が低いため休止する。

◇社会教育会館の地域事業＝類似事業が増えており、地域のつど

いを休止し、地域の人たちが中心となった催しについて検討する。

財政事情を考慮するなどして、事業実施を一時中断する
もの

◇電波障害対策用共同アンテナの設置＝都市型ケーブルへ移行す

る。

◇企業の優良従業員表彰＝企業が独自に実施することができ、区

が行う必要性が薄れている。

◇友愛訪問員による給食サービスの提供＝区の給食サービス施策

全体の中でより効果があがる方法を考えていく必要がある。

◇ひとり親家庭の親子観劇会＝参加者数の減少等により、役割が

薄れている。

◇保育施設園児などへの歳末慰問品＝事業開始当初と現在では、

社会経済状況が変化しており、区が行う必要性が薄れている。

◇あき缶回収機＝東京ルール�の実施により、リサイクルの啓発

という当初の事業目的が達成され、役割は薄れている。

当初目的の達成や他事業との統合などにより、事業実施
を終了するもの

�

廃
止

八
七
件

�

休
止

三
〇
件
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区
内
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
自
分
の
作
品
を
出
展
し
、
自

ら
販
売
す
る
こ
と
で
地
域
の
方

た
ち
と
交
流
し
よ
う
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
後

１８

２
時
〜
８
時
、　

日
�
午
前　

１９

１１

時
〜
午
後
５
時
【
会
場
】
高
円

寺
社
会
教
育
会
館
（
高
円
寺
南

４
―　

―
１
）
【
内
容
】
絵

５０

画
、
彫
刻
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
の
展
示
・
販
売
【
入
場
料
】

無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
℡
３
３
１
７
‐
６
６

２
１
へ
。

※
来
場
者
の
参
加
で
き
る
ア
ー

ト
・
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
。

　

今
か
ら
五
五
年
前
の
３
月　
１０

日
、
東
京
は
大
空
襲
に
よ
り
一

面
焼
け
野
原
と
な
り
、
七
万
七

〇
〇
〇
人
余
り
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。

　

区
で
は
、
平
和
へ
の
願
い
を

こ
め
て
写
真
パ
ネ
ル
展
・
ポ
ス

タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
改
め
て
平
和
の
尊
さ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

【
内
容
・
期
間
】
東
京
大
空

襲
・
原
爆
被
爆
写
真
パ
ネ
ル
展

／
３
月　

日
�
〜　

日
�
、

１０

１７

小
・
中
学
生
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
入
賞
作
品
展
／
３
月　

日
２１

�
〜　

日
�
（
土
・
日
を
除
く

２８

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
）

３０

【
展
示
場
所
】
区
役
所
西
棟
一

階
ロ
ビ
ー

　

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
・
交

流
課
へ
。

　

の
ぞ
い
て
、
触
れ
て
、
四
〇

�
四
方
の
箱
の
中
に
繰
り
広
げ

ら
れ
る
現
代
美
術
の
世
界
に
ふ

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
区
共

催
）

　

【
内
容
】
四
〇
�
四
方
の
箱

の
中
に
作
ら
れ
た
現
代
美
術
の

巡
回
作
品
展
（
テ
ー
マ
／
平
和

二
〇
〇
〇
年
）
【
日
時
・
会

場
】
①
３
月　

日
〜　

日
正
午

１５

２１

〜
午
後
７
時
／
Ｓ
Ｋ
画
廊
（
梅

里
１
―
７
―
７
）
②
３
月　

日
２３

〜　

日
正
午
〜
午
後
７
時
／
香

２９
染
美
術
画
廊
（
阿
佐
谷
南
１
―

　

―
１
）
③
３
月　

日
〜　

日

１０

２３

２９

（
土
・
日
を
除
く
）
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
／
杉
並
区
役
所
一

階
ロ
ビ
ー
④
４
月　

日
〜　

日

１１

１６

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／
杉
並

会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
上
荻
３
―

　

―
５
）
⑤
４
月　

日
〜　

日

２９

１８

３０

正
午
〜
午
後
７
時
／
Ｐ
ａ
ｒ
ａ

　

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
（
和
田
３
―　
５４

―
５
）
【
入
場
料
】
無
料

　

問
い
合
わ
せ
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｘ
美

術
館
実
行
委
員
会
・
伊
丹
℡
３

３
１
５
‐
６
９
５
０
へ
。

　

【
日
時
】
４
月　

日
�
〜
５

２９

月
３
日
�
午
前　

時
〜
午
後
６

１０

時
（　

日
は
午
後
２
時
か
ら
、

２９

３
日
は
午
後
４
時
ま
で
・
区
後

援
）
【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

）
【
内

２２

３２

容
】
絵
画
七
〇
点
・
表
装
五
〇

点
を
展
示
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
合
同
展
事

務
局
・
関
根
℡
３
３
１
２
‐
８

８
７
１
へ
。

　

す
ぎ
の
き
生
活
園
で
は
、
土

に
親
し
み
な
が
ら
個
性
豊
か
な

作
品
を
生
み
だ
す
陶
芸
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

数
あ
る
力
作
の
中
か
ら
、
え

り
す
ぐ
り
の
一
品
を
ど
う
ぞ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
〜　

２１

２４

日
�
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ま
で
（　

日
は
４
時
ま
で
）

２４

【
会
場
】
区
役
所
一
階
ロ
ビ

ー
　

問
い
合
わ
せ
は
、
す
ぎ
の
き

生
活
園
℡
３
３
９
９
‐
８
９
５

３
へ
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
前

２８

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
荻
窪
保

１０健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　

―
２０

１
）
【
出
演
】
ボ
ー
カ
ル
＝
佐

野
和
子
、
ピ
ア
ノ
＝
長
野
佳
代

【
内
容
】
①
シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
（「
愛
の 
讃 
歌
」、
「
サ

さ
ん

ン
ト
ワ
マ
ミ
ー
」
ほ
か
）
②
み

ん
な
で
歌
う 
唄 
（「
花
」
ほ
か
）

う
た

③
シ
ョ
ー
ト
・
ト
ー
ク
（
健
康

づ
く
り
自
主
グ
ル
ー
プ
・
オ
リ

ー
ブ
の
会
）
【
対
象
】
区
内
在

住
の
方
【
定
員
】
五
〇
名
【
参

加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
３
月　

日
ま
で
に

１７

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
℡
３
３
９

１
‐
０
０
１
５
へ
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
後

２６

４
時
開
演
（
３
時　

分
開
場
・

３０

区
後
援
）
【
会
場
】
杉
並
公
会

堂
（
上
荻
１
―　

―　

）
【
曲

２３

１５

目
】
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
序
曲
、
ラ

プ
ソ
デ
ィ
・
イ
ン
・
ブ
ル
ー
ほ

か
【
定
員
】
一
〇
〇
〇
名
（
先

着
順
）
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
中
大
杉
並

高
校
・
小
泉
℡
３
３
９
０
‐
３

１
７
７
へ
。

　

【
日
時
】
４
月
９
日
�
午
前

　

時
〜
午
後
４
時
（
雨
天
の
場

１１

合
は
、　

日
�
に
延
期
・
区
後

１６

援
）
【
会
場
】
荻
窪
タ
ウ
ン
セ

ブ
ン
二
階
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
、
八
階
屋
上
（
上
荻
１
―

９
―
１
）　

◇
出
店
者
を
募
集
し
ま
す　
　

　

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤

の
方
（
業
者
は
お
断
り
し
ま

す
）
【
参
加
費
】
二
階
デ
ッ
キ

（
一
・
五
ｍ
四
方
）
・
八
階
屋

上
（
二
ｍ
四
方
）
の
い
ず
れ
も

一
区
画
二
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
出

店
希
望
場
所
も
書
い
て
、
３
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
荻
窪
フ

２４リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
３
―

１６６４
―　

―　

）
へ
。
申
し
込
み

１９

２０３

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務

局
℡
３
３
９
８
‐
１
５
４
３

へ
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
育
て
て
き

た
お
ま
つ
り
で
す
。
一
三
年
目

を
迎
え
、
一
層
充
実
し
た
催
し

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
（
区

後
援
）

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
前

２６

　

時
〜
午
後
３
時
【
会
場
】
蚕

１０糸
の
森
公
園
・
杉
並
第
十
小
学

校
校
庭
（
和
田
３
―　

―　

＝

５５

４９

地
下
鉄
丸
の
内
線
「
東
高
円

寺
」
下
車
）
【
内
容
】
ミ
ニ
Ｓ

Ｌ
、
ボ
ー
ド
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
、
蚕
糸
太

鼓
、
阿
波
踊
り
、
模
擬
店
い
ろ

い
ろ

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
蚕
糸
の
森

ま
つ
り
協
議
会
事
務
局
・
浜

田
℡
３
３
１
５
‐
５
９
６
０

へ
。

※
車
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

　

今
回
は
欧
米
で
爆
発
的
人
気

の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
新
番
組

を
日
本
初
公
開
！

　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

お
り
【
会
場
】
科
学
教
育
セ
ン

タ
ー
（
清
水
３
―
３
―　

）
１３

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
℡
３
３
９
６
‐
４
３
９
１

へ
。

※
①
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

先
着
順
で
す
②
一
〇
名
以
上

の
団
体
は
、
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〈みんなの科学〉

３月３０日�３月２９日�３月２８日�３月２７日�３月２５日�時間・内容

浮力地球大紀行

蜜 蜂 の行動を
ばち

さぐる
～フリッシュの
　　　実験より～

昆虫記の世界
オオムラサキが

とぶ日

映画
午前１０時１５分
～１０時４５分

カルメン・サンディエゴを探せ！
プラネタリウム
午前１１時～正午

メダカとグッピー
地球・月・
太陽のようす

野山を歩く
―春・夏・秋・冬―

岩石をしらべる
太陽の高さと
気温の変化

映画
午後１時～１時５０分

ザリガニを　　　
　　　見つけよう

雨や雪のでき方
敵の目をくらます
昆虫たち

音であそぼう
タンポポや　　　
　　虫たちの一日

つくってあそぼう
～牛乳パック　　
　　　　　工作～

木の実でつくろう
色と光

～色って何だろう～
パチパチコブラを
つくろう

ゴムで動く車

科学実験
午後２時～３時

新・牛乳パックで
ハガキづくり

藍の葉染
クラードニの図形
～振動模様を　　
　　　　見よう～

種子の花の
ミニブーケづくり

地球内部の
パワーをさぐる

カルメン・サンディエゴを探せ！
プラネタリウム
午後３時１５分
～４時１５分

（注）１.開館時間は、午前１０時～午後４時３０分。２.各プログラムの定員は、科学実験４０名、映画２２０名、プラネタリウム
１４０名。３.科学実験は、上段＝低学年、下段＝高学年以上が対象。４.プラネタリウムは５歳以上が対象。５.プラネ
タリウムの投映中は、入退場できません。

●往復ハガキには返信用
のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

�行事名
�住所
�氏名（フリガナ）
�年齢
�性別
�電話番号

（１人１枚）

催
し

行 事�
高
円
寺
若
者
雑
学
塾 

ア
ー
ト
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 
「
ハ
ー
ト
・
ト
ゥ
・
ア
ー
ト
」

�平
和
に
関
す
る

 

写
真
パ
ネ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
展

B
O
X
美
術
館
ス
ト
リ
ー
ト

絵
画
・
表
装
合
同
展

�
す
ぎ
の
き
生
活
園

 

陶
芸
作
品
展

�

�
中
大
杉
並
高
校
吹
奏
楽
部

 

定
期
演
奏
会

�荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

蚕
糸
の
森
ま
つ
り

 

―
ふ
れ
あ
い
２
０
０
０

科学教育センター・
 ��� 春休み一般公開

み
ん
な
の
科
学

シ
ャ
ン
ソ
ン
で
つ
づ
る 

音
楽
と
健
康

 

―
歌
と
心
と
音
楽
と

▲昨年の実験の様子
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「
す
ぎ
ま
る
マ
ガ
ジ
ン
」
は
、

毎
年
「
知
る
区
ロ
ー
ド
探
検

隊
」
の
隊
員
が
寄
せ
て
く
れ
た

「
探
検
報
告
」
を
も
と
に
作
っ

て
い
る
楽
し
い
冊
子
で
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
夏
「
す
ぎ
な

み
お
宝
マ
ッ
プ
探
偵
団
〜　

世
２１

紀
に
残
し
た
い
ま
ち
の
お
宝
を

探
せ
！
〜
」
に
挑
戦
し
た
隊
員

の
ホ
ッ
ト
な
探
検
報
告
と
、
そ

れ
を
も
と
に
作
成
し
た
「
宝
の

地
図
」。
そ
し
て
、地
図
の
こ
と

な
ら
何
で
も
知
っ
て
い
る
地
図

の
達
人
・
今
尾
恵
介
さ
ん
の「
地

図
の
読
み
方
」
や
、
散
歩
の
達

人
・
な
ぎ
ら
健
壱
さ
ん
に
よ
る

「
高
円
寺
散
歩
」
な
ど
内
容
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

◇
す
ぎ
ま
る
マ
ガ
ジ
ン　

を
プ

１１

レ
ゼ
ン
ト

「
す
ぎ
ま
る
マ
ガ
ジ
ン　

」
八

１１

〇
〇
〇
部
を
無
料
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

　

【
期
間
】
３
月　

日
�
〜
予

１４

定
部
数
が
な
く
な
る
ま
で
【
配

布
場
所
】
ま

ち
づ
く
り

公
社
（
３
月

末
ま
で
）、

図
書
館
、
児

童
館
、
ゆ
う

杉
並
、
郷
土

博
物
館
、
ま

ち
づ
く
り

推
進
課
（
区
役
所
西
棟
五
階
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
�
杉
並
区

ま
ち
づ
く
り
公
社
（
阿
佐
谷
南

３
―
１
―　

サ
ン
ア
サ
ガ
ヤ
ビ

３３

ル
二
階
℡
３
２
２
０
‐
４
６
９

２
）
へ
。

※
４
月
以
降
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
へ
。

講
座
・

　

講
演

〈６０歳からの健康プラン〉

内　　　　容日　　時

健診結果からつくる健康プラン�
―自分のデータを整理して見えてくるもの／減って
いく�歯�のこれから…

３月２３日�
　午前１０時～正午

健診結果からつくる健康プラン�
―データを自分なりに改善していくために…

　　２７日�
　午前１０時～正午

食生活からの健康づくり
―６００Kcalバランス食を試食して食生活をふりか
える！

午　

前　　３０日�
　午前１０時

～午後３時 地域の健康資源を探そう
―うきうきウォーキング／健康情報を友人や保
健センターから得よう

午　

後

（注）１．過去の成人健康診査などの結果表（複数年分）、健康手帳を持参して
ください。２．最終日は運動しやすい服装と靴でお出かけください。

〈定年退職を迎えた方の男性健康教室〉

内　　　　容日　　時

オリエンテーション―杉並区をもっと知ろう！３月２１日�
午後１時３０分～３時３０分

自分の昼食―自分で料理できますか？
（バランス食の調理実習）

　　２４日�
午前９時３０分～午後２時

健康度チェック
おつまみ作り
熟年男性の健康ウォーキング

　　３１日�
午前９時３０分～午後２時

※２４日・３１日はエプロン・ふきんを、３１日は最近の健診結果のデータを持参
してください。

「
す
ぎ
ま
る
マ
ガ
ジ
ン　

」
が

１１
で
き
ま
し
た

　

【
日
時
】
４
月　

日
�
・　

２２

２３

日
�
午
後
１
時
〜
５
時
【
会

場
】
永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
【
内
容
】
心
肺 
蘇 
生
法
と

そ

ケ
ガ
の
手
当
を
中
心
と
し
た
応

急
手
当
を
学
び
認
定
資
格
を
取

得
【
講
師
】
杉
並
消
防
署
職
員

【
対
象
】
二
日
間
受
講
で
き
る

方
【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加

費
】
二
〇
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
３
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２０

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
６
３
和
泉
３
―

１６８

８
―　

）
へ
。
申
し
込
み
多
数

１８

の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
℡
５
３
０
０
‐
９
４
１
１

へ
。

　

４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の

一
年
間
、
学
校
が
休
み
に
な
る

毎
月
第
二
・
四
土
曜
日
に
、
郷

土
博
物
館
で
昔
の
体
験
な
ど
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
４
月
〜　

月
は
毎

１１

月
第
四
土
曜
日
、　

月
〜　

年

１２

１３

３
月
は
毎
月
第
二
土
曜
日
（
原

則
と
し
て
午
前
中
）【
内
容
】

土
器
づ
く
り
、
昔
の
遊
び
、
も

ち
つ
き
、
自
然
観
察
会
な
ど

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
学
の

新
小
学
四
年
生
〜
中
学
三
年
生

で
毎
回
参
加
で
き
る
方
【
定

員
】
二
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）に
学
校
名

と
４
月
か
ら
の
新
学
年
も
書
い

て
、
３
月　

日
（
必
着
）
ま
で

３１

に
郷
土
博
物
館
（
〒　

‐
０
０

１６８

６
１
大
宮
１
―　

―
８
）へ
。申

２０

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
博
物
館

℡
３
３
１
７
‐
０
８
４
１
へ
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
後

２４

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

【
テ
ー
マ
】
高
齢
者
の
緊
急
時

に
備
え
て
【
講
師
】
杉
並
消
防

署
職
員
【
対
象
】
高
齢
者
介
護

に
関
心
の
あ
る
方
【
定
員
】
一

五
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
℡
３

３
３
８
‐
８
６
３
０
）
へ
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

尿
の
切
れ
が
悪
く
な
っ
た

り
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み
で
下
着

を
汚
す
原
因
や
、
そ
の
予
防
に

つ
い
て
の
講
座
で
す
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
後

２４

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
高
井
戸

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸

東
３
―
７
―
５
）【
講
師
】
日

本
コ
ン
チ
ネ
ン
ス
協
会
・
牧
野

美
奈
子
さ
ん
【
対
象
】
区
内
在

住
で　

歳
以
上
の
方
【
定
員
】

６０

一
〇
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
３
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１６

に
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

３
―
７
―
５
）
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
℡
３
３
３
１
‐
９
２
１
１

へ
。

　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

お
り
【
会
場
】
高
円
寺
保
健
セ

ン
タ
ー
（
高
円
寺
南
３
―　

―
２４

　

）【
対
象
】
区
内
在
住
で　

１５

６０

歳
前
後
の
方
（
夫
婦
で
の
参
加

歓
迎
）【
定
員
】
三
〇
名
【
費

用
】
食
材
費
と
し
て
三
〇
〇
円

程
度

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
３
３
１
１
‐
０
１
１
６
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

地
域
で
の
仲
間
づ
く
り
と
健

康
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。
積
極

的
に
ご
参
加
下
さ
い
。

　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

お
り
【
会
場
】
高
円
寺
保
健
セ

ン
タ
ー
（
高
円
寺
南
３
―　

―
２４

　

）【
対
象
】
区
内
在
住
で　

１５

６０

歳
前
後
の
男
性
【
定
員
】
三
〇

名
【
費
用
】
食
材
費
と
し
て
三

〇
〇
円
程
度

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
高
円
寺
保
健
セ
ン

タ
ー
℡
３
３
１
１
‐
０
１
１
６

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。

　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

お
り
【
会
場
】
上
井
草
保
健
セ

ン
タ
ー
（
上
井
草
３
―
８
―

　

）
ほ
か
【
対
象
】
区
内
在

１９住
・
在
勤
の
方
【
定
員
】
五
〇

名
【
参
加
費
】
一
五
〇
〇
円

（
初
日
に
集
め
ま
す
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
３
月　

日
ま
で
に
電
話
で

２７

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
℡
３
３

９
４
‐
１
２
１
２
へ
。
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
▽

３
月　

日
�
午
後
１
時　

分
〜

２２

３０

４
時
＝
腎
臓
病
と
上
手
に
つ
き

合
う
ポ
イ
ン
ト
（
講
師
＝
河
北

総
合
病
院
内
科
主
任
・
岡
井
隆

広
さ
ん
）
▽
３
月　

日
�
午
後

２９

１
時　

分
〜
４
時
＝
透
析
食
を

３０

は
じ
め
と
し
た
腎
臓
病
の
食
事

療
法
に
つ
い
て
（
講
師
＝
河
北

総
合
病
院
栄
養
科
長
・
中
西
靖

子
さ
ん
）【
会
場
】
高
円
寺
保

健
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺
南
３
―

　

―　

）【
対
象
】
人
工
透
析

２４

１５

を
受
け
て
い
る
方
、
腎
炎
な
ど

で
治
療
を
し
て
い
る
方【
定
員
】

三
〇
名
【
費
用
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
高
円
寺
保
健
セ
ン

タ
ー
℡
３
３
１
１
‐
０
１
１
６

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。

　

ど
ん
な
生
活
が
痛
風
に
つ
な

が
る
の
か
、
尿
酸
値
が
高
く
な

っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か

な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

す
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
前

２２

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
高
円
寺

１０保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺
南
３

―　

―　

）【
内
容
】
痛
風
に

２４

１５

な
ら
な
い
た
め
の
生
活
、
な
っ

て
か
ら
の
対
処
法
【
講
師
】
東

京
女
子
医
科
大
学
膠
原
病
リ
ウ

マ
チ
痛
風
セ
ン
タ
ー
講
師
・
岩

谷
征
子
さ
ん
【
定
員
】
三
〇
名

【
費
用
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
高
円
寺
保
健
セ
ン

タ
ー
℡
３
３
１
１
‐
０
１
１
６

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。

　

初
め
て
の
誕
生
日
を
迎
え
る

子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
前

３０

　

時
〜　

時　

分
【
会
場
】
高

１０

１１

３０

円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺

南
３
―　

―　

）【
講
師
】
心

２４

１５

理
相
談
員
・
鈴
木
宏
子
さ
ん

【
対
象
】
乳
児
期
後
半
〜
１
歳

児
の
保
護
者
【
定
員
】
三
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
３
３
１
１
‐
０
１
１
６
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
）。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
前

２４

　

時
〜
午
後
０
時　

分
【
会

１０

３０

場
】
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻

窪
５
―　

―
１
）【
内
容
】
講

２０

義
と
調
理
実
演
・
実
習
・
試
食

【
対
象
】
区
内
在
住
の
方
【
定

員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】
三
〇

〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
荻
窪
保
健
セ
ン
タ

ー
℡
３
３
９
１
‐
０
０
１
５

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。

※
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ

き
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
前

２２

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
荻
窪
保

１０健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
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〈ヘルシーセミナー〉
テーマ・講師日　時

快適な人生を送るには？（脈拍測定）４月４日�
人生を楽しむために―守ろう自分の歯―　　５日�
はじめよう！体のリフレッシュ（脈拍測定）：体育指導員　　１１日�
善福寺公園でウォーキング・気功（脈拍測定）：体育指導員　　１２日�
①元気に過ごすための食生活②ヘルシー料理をクッキング
（昼食会）　　１４日�

健康的な食事学（栄養所要量改訂にともなう食べ方）
東京農業大学教授・鈴木和春　　１８日�

やすらぎをもとめてみませんか（ヘルシー野菜を楽しむ）
都立農芸高等学校教諭・金子淳一　　１９日�

①元気に過ごすための食生活②ヘルシー料理をクッキング
（昼食会）　　２１日�

運動する楽しさを感じてみませんか
肩こり腰痛を予防するストレッチ（脈拍測定）
女子栄養大学栄養科学研究所講師・中島節子

　　２５日�

健康な心と体づくり
東京都健康づくり推進センター所長・梶山純一　　２６日�

※時間は、いずれも午前９時３０分～１１時３０分。

ヘ
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育
児
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会
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計８回・予備日６月２５日）【会場】妙正寺体育館【対象】区内在住・在勤の５０歳以
上の初心者・初級者【定員】４０名【参加費】１５００円【申込み】往復ハガキ（３面
ハガキ記入例参照）で、３月２０日（必着）までに妙正寺体育館（〒１６７‐００３３清水
３‐２０‐１２）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同体育館℡３３９９‐４２２４
�柔道教室
　【日時】４月４日～９月２６日の毎週火曜日午後７時～９時（第５週は除く・区後
援）【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）【対象】区内在住・在勤・在学で小学生
以上の健康な方【参加費】月１０００円（保険料別）【定員】毎回６０名【申込み】当日
直接会場へ【問合せ】区柔道会・帯津℡３３９１‐６７０５
�いきいき健康アドバイス
　運動機能測定（筋力・瞬発力・全身持久力・敏しょう性・平衡性・柔軟性）を
行い、専門スタッフが面談しながら①成人病予防②シェイプアップ③体力アップ
など、あなたの目的に応じた運動プログラムを作成します。
　【日時】４月１５日�午後１時３０分～４時３０分【会場】荻窪体育館【対象】区内
在住・在勤・在学の方【定員】２０名【参加費】５００円【申込み】往復ハガキ（１人
１通、１プログラム２名まで連記可）に、住所、氏名（フリガナ）、生年月日、性
別、電話番号、希望プログラム番号（①～③）を１つ書いて、３月２４日（必着）
までに荻窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ。申し込み多数の場合は、抽選
【問合せ】同体育館℡３２２０‐３３８１
�フィットネスセミナー
◇シェイプアップコース
　理想の体型づくりに必要な知識・方法を正しく理解し、無理なく実践します。
　【日時】４月４日（火）から４月２８日（金）までの毎週火・金曜日午前９時～１１時
（Ａコースは毎週火曜日、Ｂコースは毎週金曜日の各４回）【会場】上井草スポー
ツセンター【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】各コース２０名【参加費】
無料（ただし、入場料として４００円必要）【申込み】往復ハガキに（３面ハガキ記
入例参照）に希望するコースも書いて、３月２０日（必着）までに上井草スポーツ
センター（〒１６７‐００２３　上井草３‐３４‐１）へ。申し込み多数の場合は、抽選
【問合せ】同スポーツセンター℡３３９０‐５７０７【備考】　Ａ・Ｂコースとも同じ内容
です。セミナー開催中は、一般利用できません

�第２回春の山歩き
　【日時】４月２３日�（雨天中止・区共催）【会
場】神奈川県丹沢・大山（標高１２５１.７�）【コース】
�Ａ（一般向）＝ヤビツ峠～大山～日向薬師（登
り：高低差５００�・１時間２０分／下り３時間、約９
㎞）�Ｂ（健脚向）＝ケーブル下駅～大山～日
向薬師（登り：高低差９５０�・２時間３０分、下り：
３時間、約１０㎞）【集合】①午前６時４０分：荻
窪駅北口・ルミネ前電話ボックス横②午前７時：
小田急線新宿駅１階中央改札口右横【対象】区
内在住・在勤・在学の方【定員】１２０名【参加費】
１７００円（往復交通費、保険・写真代等）【申込み】往復ハガキに参加者全員（４名まで
連記可）の住所、氏名、年齢、電話番号、希望コースと集合場所を書いて、４月３日
（消印有効）までに杉並歩キング同好会事務局・片桐米子（〒１６７‐００２１井草２‐８‐
３）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同事務局・片桐℡３３９５‐２６４４または
℡０９０‐１０５２‐６５６８【備考】詳細は、チラシ（区立体育施設、出張所、地域区民セン
ターにあります）または問い合わせを。必ず軽登山靴かそれに準ずる靴を着用。タ
ウンシューズなどの方はお断りします
�プールで魚釣り
　【日時】３月１９日�、２６日�の午前９時～午後３時【会場】和田堀公園プール
（大宮２‐２‐１０）【内容】コイ、金魚など。釣った魚は５匹まで持ち帰り自由【定
員】各１５０名【参加費】大人３００円、小人（小・中学生）１００円（小学生未満は無
料）【申込み】当日会場へ【問合せ】�スポーツ振興財団℡３３１２‐２１１１（区代表）
【備考】①さお、仕掛け、エサは持ち込み自由、貸し出しもします②持ち帰り用
の入れ物は各自でご用意ください③車での来場はご遠慮ください。
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世田谷区�

�都民体育大会予選会
◇ソフトテニス（兼春季ソフトテニス大会）
　【日時】４月２日�午前９時～【会場】松ノ木運動
場庭球場（松ノ木１‐３‐２２）【クラス】一般男子・
女子、成年男子、壮年男子【対象】区内在住・在勤
の方【参加費】１チーム２０００円（当日会場で集めま
す）【申込み】ハガキに責任者の住所・氏名・電話
番号、希望クラス、所属クラブ名、参加ペア名を明
記して、３月２３日までに区ソフトテニス連盟・竹下
博重（〒１６８‐００７３下高井戸２‐２４‐２）へ【問合せ】
同連盟・竹下℡３３２５‐８８０５（午後７時～９時）
◇ソフトボール
　【日時】４月９日�午前８時３０分～午後４時（雨天の場合は２３日）【会場】和田
堀公園野球場（大宮１‐６‐１０）【対象】区内在住・在勤の方【申込み・問合せ】電話
で３月３１日までに区ソフトボール連盟・吉澤℡３３１１‐５６９６（午前９時～正午、午後
７時～９時）【備考】代表者会議を４月１日午後６時３０分から東京立正高校で開催
�第１回ターゲットバードゴルフ競技大会
　【日時】４月１８日�午後１時～５時（区後援）【会場】下高井戸運動場（下高井
戸３‐２６‐１）【対象】区内在住・在勤・在学の方【参加費】５００円（当日会場で集
めます）【定員】６０名【申込み】ハガキ（３面ハガキ記入例参照）で４月３日（必
着）までに区ターゲットバードゴルフ協会・山北徹（〒１６６‐００１１梅里２‐２７‐１４）
へ。定員になり次第締め切り【問合せ】同協会・山崎℡３３１１‐４３７８
�ジュニア・マスターズ水泳大会
　【日時】５月１４日�午前９時～午後４時３０分（区共催）【会場】高井戸温水プー
ル（高井戸東３‐７‐５）【対象】①ジュニア＝区内在住・在勤・在学・在クラブで、大
会当日１８歳以下の方②マスターズ＝区内在住・在勤・在学・在クラブ・区水泳連
盟会員の１９歳以上で、定期的（週１回以上）に泳いでいる健康な方【参加費】①３００
円②６００円【定員】各２５０名（先着順）【申込み】所定の申込用紙（社会体育課、区立
温水プール、各水泳クラブにあります）に必要事項を記入し、事前に連絡のうえ
４月１３日までに参加費を次のいずれかのクラブへ（リレーを除き、１人２種目ま
で申し込み可）�ヴィムスポーツアベニュウー（宮前２‐１０‐４℡３３３５‐６６４４）�
シグマスポーツクラブ（和泉４‐１‐１℡３３２５‐６１８１）�スポーツハイツスイミン
グスクール（堀ノ内２‐６‐２１℡３３１６‐９９８１）�高井戸スイムクラブ（高井戸東３‐
８‐２０℡３３３３‐０００７）【問合せ】区水泳連盟・神田℡３３３３‐０００７（午後２時～８時）

�区民スポーツ教室
◇知的障害者水泳教室
　知的障害をお持ちの方に、泳ぎ方の修得・健康の維持管理を図ります。付き添
いの方と一緒に、水泳に親しめるよう指導します。
　【日時】４月８日～７月２２日の第２・第４土曜日午前９時～１１時（計８回）【会
場】高井戸温水プール【対象】区内在住・在勤・在学・通所の知的障害がある方
（原則として保護者の付き添いが必要）【定員】４０名【参加費】無料【申込み】往
復ハガキ（３面ハガキ記入例参照）で、３月２９日（必着）までに高井戸温水プー
ル（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐５）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】
同プール℡３３３１‐８６５２
◇フライングディスク（フリスビー）
　【日時】４月１７日～５月２９日の毎週月曜日午後１時～３時（計６回・予備日５
月２９日）【会場】下高井戸運動場【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】５０名
【参加費】１２００円【申込み】往復ハガキ（３面ハガキ記入例参照）で３月２１日
（必着）までに下高井戸運動場（〒１６８‐００７３下高井戸３‐２６‐１）へ。申し込み
多数の場合は、抽選【問合せ】同運動場℡５３７４‐６１９１
◇硬式テニス
　基礎技術からゲーム形式の練習まで行います。
　【日時】４月２３日～６月２５日の毎週日曜日午前９時～１１時（５月２８日を除く。

スポーツ�

競技大会

スポーツ教室

その他

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
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ご
協
力
を

外
環
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
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「
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療

受
給
者
証
」
を
使
っ
て
、
昨
年

９
月
に
病
院
な
ど
の
医
療
機
関

等
で
受
診
し
た
方
に
、
今
月　
２５

日
ご
ろ
ま
で
に
医
科
等
と
柔
道

整
復
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
費
通
知

を
郵
送
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
に
健
康
と

医
療
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
保
健
事
業
を
健
全

に
運
営
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
▽
医
科
＝
①
受
診
年

月
（　

年
９
月
診
療
分
）
②
入

１１

院
・
通
院
、
歯
科
、
薬
局
の
別

③
病
院
等
の
名
称
④
入
院
・
通

院
の
日
数
⑤
医
療
費
の
額
（
入

院
時
食
事
療
養
費
を
含
む
）
▽

柔
道
整
復
＝
①
施
術
年
月
②
施

術
所
名
ま
た
は
柔
道
整
復
師
名

③
医
療
費
の
額
で
す
。

　

９
月
に
受
診
し
て
い
て
も
、

医
療
機
関
等
の
請
求
が
遅
れ
て

い
る
場
合
や
、
医
療
費
の
額
が

三
〇
〇
〇
円
以
下
の
場
合
は
除

外
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保

険
外
診
療
分
は
医
療
費
の
額
に

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
通
知
内
容
の
照
会
に

つ
い
て
お
答
え
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
通
知
に

関
し
て
特
に
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

◇
杉
並
区
の
医
療
費
の
状
況

　

平
成　

年
度
の
杉
並
区
の
老

１１

人
医
療
費
の
対
象
者
は
約
五
万

七
〇
〇
〇
人
で
、
老
人
医
療
費

も
四
二
〇
億
円
を
超
え
る
見
込

み
で
す
（
左
図
）
。

　

こ
の
医
療
費
は
、
皆
さ
ん
が

病
院
な
ど
で
支
払
っ
た
一
部
負

担
金
の
ほ
か
に
、
皆
さ
ん
が
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
･
国
･

都
・
杉
並
区
の
負
担
で
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
病

気
の
予
防
や
上
手
な
受
診
に
心

が
け
、
医
療
費
を
大
切
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

☆ 

　

問
い
合
わ
せ
は
、
計
画
推
進

課
高
齢
者
医
療
係
へ
。

　

４
月
か
ら
清
掃
事
業
が
都
か

ら
区
に
移
管
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、有
料
ご
み
処
理
券（
粗

大
ご
み
処
理
券
・
事
業
系
ご
み

処
理
券
）
も
、
都
が
発
行
す
る

も
の
か
ら
区
が
発
行
す
る
も
の

に
変
わ
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
杉
並
区

発
行
の
ご
み
処
理
券
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
月　

日
ま
で
に
購

３１

入
さ
れ
た
東
京
都
の
ご
み
処
理

券
は
、　

年
６
月　

日
ま
で
使

１２

３０

用
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
ご
み
処
理
券
取
扱
所

　

杉
並
区
の
「
ご
み
処
理
券
取

扱
所
」
の
標
識
（
写
真
参
照
）

が
あ
る
店
で
購
入
し
て
く
だ
さ

い
（
一
部
を
除
き
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
取
扱
所
で
販
売
し
ま

す
）。

◇
使
用
方
法

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
で
す
。
な

お
、
他
区
の
ご
み
処
理
券
は
、

杉
並
区
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
購
入
の
際
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◇
粗
大
ご
み
の
申
し
込
み
は

　

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
℡

５
２
９
６
‐
７
０
０
０
（
従
来

ど
お
り
）。

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
清
掃
事

業
移
管
準
備
室
へ
。

　

日
本
の
文
壇
に
大
き
な
足
跡

を
残
し
た
作
家
・
井
伏
�
二
。

昭
和
２
年
、　

歳
の
時
に
杉
並

２９

に
居
を
構
え
、　

歳
で
そ
の
生

９５

涯
を
閉
じ
る
ま
で
杉
並
の
地
で

執
筆
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

　

親
交
の
あ
っ
た
人
々
が
語
る

井
伏
さ
ん
の
素
顔
を
描
き
出
し

な
が
ら
、
荻
窪
の
風
土
と
移
り

変
わ
り
を
自
ら
の
半
生
と
と
も

に
振
り
返
っ
た
「
荻
窪
風
土

記
」
の
世
界
―
。
（
企
画
・
杉

並
区
、
制
作
・
毎
日
映
画
社
）

　

な
お
、
こ
の
作
品
は
、
「
教

育
映
画
祭
優
秀
作
品
賞
」
＝
日

本
視
聴
覚
教
育
協
会
、
「
日
本

産
業
映
画
・
ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー

ル
奨
励
賞
」
＝
日
本
産
業
映
画

協
議
会
、
「
東
京
都
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
最
優
秀
」
＝
東
京
都

（
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
推

薦
）
の
各
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

【
放
映
日
】
３
月　

日
ま
で

３１

毎
週
金
・
土
・
日
曜
日
の
午
後

４
時
〜
４
時　

分
／
午
後
９
時

３０

　

分
〜　

時

３０

１０

　

問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
課

へ
。

※
①
広
報
課
（
区
役
所
東
棟
五

階
）
で
ビ
デ
オ
の
貸
出
を
し

て
い
ま
す
②
ジ
ェ
イ
コ
ム
東

京
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
ジ

ェ
イ
コ
ム
東
京
℡
０
１
２
０

‐
８
８
９
‐
８
１
６
（
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
へ
。

　
ジ
ェ
イ
コ
ム
東
京
「
杉
並
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
放
映
中 
�
� 

井
伏
�
二
と
杉
並

―
荻
窪
風
土
記
を
訪
ね
て
―

杉並区の老人医療費�
〈一部負担金除く〉�億円�

平
成
６
年
度�

平
成
７
年
度�

平
成
８
年
度�

平
成
９
年
度�

平
成
１０
年
度�

平
成
１１
年
度�

200

250

300

350

400

450

３１３.６�３１３.６�
３３６.６�

３６７.４�３６７.４�

３７６.４�
３９３.６�

４２５.０�（
見
込
見
込
み
）�

（
見
込
み
）�

　

【
勤
務
期
間
】
４
月
初
旬
か

ら
六
カ
月
程
度
（
社
会
保
険
･

厚
生
年
金
加
入
）
【
勤
務
日
】

月
〜
金
曜
日
（
月
二
〇
日
）　

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
【
勤
務
場

１５

所
】
高
円
寺
南
保
育
園
（
高
円

寺
南
４
―　

―　

）
【
資
格
】

４４

１１

看
護
婦
（
士
）
の
有
資
格
者

【
日
給
】
一
万
九
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
写
真
を
は
っ

た
履
歴
書
に
看
護
婦
（
士
）
の

資
格
証
明
書
の
写
し
を
添
え

て
、
保
育
課
保
育
第
一
係
（
区

役
所
東
棟
三
階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

　

【
勤
務
内
容
】
国
勢
調
査
な

ど
国
が
行
う
指
定
統
計
調
査
の

調
査
票
の
配
布
・
回
収
・
検

査
、
調
査
書
類
の
作
成
、
打
ち

合
わ
せ
会
へ
の
出
席
な
ど
（
登

録
さ
れ
た
方
に
は
そ
の
都
度
依

頼
し
ま
す
）
【
対
象
】　

歳
以

２０

上
で
、
責
任
を
持
っ
て
調
査
事

務
が
で
き
、
調
査
上
知
り
得
た

秘
密
を
守
れ
る
方
【
報
酬
】
調

査
に
従
事
し
た
際
に
は
、
非
常

勤
公
務
員
と
し
て
報
酬
が
支
払

わ
れ
ま
す

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
統
計
係
へ
。

※
調
査
員
は
法
令
に
よ
り
、
職

務
上
知
り
得
た
秘
密
を
守
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
家
五
カ
所

（
高
円
寺
北
・
清
水
・
下
井

草
・
荻
窪
・
上
荻
）
の
介
助

員
、
調
理
補
助
を
募
集
し
ま

す
。

◇
介
助
員

　

【
勤
務
内
容
】
施
設
へ
通
所

す
る
虚
弱
な
高
齢
者
の
歩
行
や

食
事
な
ど
の
介
助
【
募
集
条

件
】　

歳
未
満
の
健
康
な
方
、

５０

で
き
れ
ば
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養

成
講
座
等
を
受
講
し
て
介
護
の

知
識
や
技
術
の
あ
る
方

◇
調
理
補
助

　

【
勤
務
内
容
】
給
食
サ
ー
ビ

ス
の
昼
食
・
夕
食
の
調
理
補
助

【
募
集
条
件
】　

歳
未
満
の
健

５０

康
な
方

　

介
助
員
・
調
理
補
助
と
も
、

【
募
集
人
員
】
若
干
名
【
採
用

期
日
】
４
月
１
日
（
予
定
）

【
勤
務
日
数
・
時
間
】
週
二
回

程
度
（
土
曜
日
を
含
む
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
の
う
ち
一
日

六
時
間
限
度
（
日
数
・
時
間
応

相
談
の
う
え
決
定
）
【
時
給
】

九
五
〇
円
（
予
定
）

　

希
望
者
は
、
３
月　

日
ま
で

２１

に
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
７
社
会

１６

福
祉
会
館
三
階
）
へ
履
歴
書
持

掲示板

参
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
選
考
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
議
会

℡
５
３
０
６
‐
１
０
１
０
へ
。

　

【
執
務
内
容
】
協
会
事
業
に

関
す
る
企
画
・
立
案
・
実
施
な

ど
【
対
象
】
区
内
在
住
で
４
月

か
ら
活
動
で
き
る
満　

歳
以
上

２０

の
方
【
任
期
】
二
年
（
更
新

可
）
【
委
員
会
開
催
】
月
二
回

【
募
集
人
数
】
若
干
名

　

申
し
込
み
は
、
写
真
を
は
っ

た
手
書
き
の
履
歴
書
、
作
文

「
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
」
（
八
〇
〇
字
程
度
）

を
３
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２８

杉
並
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
（
〒　
１６６

‐
０
０
０
１
阿
佐
谷
北
１
―
４

―
２
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
選
考
に
よ
り
決
定
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
会
℡

５
３
７
３
‐
８
９
４
１
へ
。

　

杉
並
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

大
学
で
は
、
約
二
〇
〇
名
の
会

員
が
教
養
の
高
揚
に
励
ん
で
い

ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
の

う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

【
期
間
】
４
月
か
ら
一
年
間

（
月
二
回
）
【
対
象
】
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
【
募
集
科
目
】
①
国

文
学
（
伊
勢
物
語
）
②
水
墨
画

③
書
道
④
俳
句
【
会
場
】
①
〜

③
＝
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
（
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）

／
④
＝
高
円
寺
北
敬
老
会
館

（
高
円
寺
北
３
―　

―
８
）

２０

【
募
集
人
員
】
若
干
名
【
受
講

料
】
一
科
目
に
つ
き
年
額
一
万

円
（
二
回
に
分
納
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
大
学
事
務
局
・
中
村
℡
３

３
９
９
‐
５
０
４
７
／
大
島
℡

３
３
３
８
‐
４
６
３
０
／
所
℡

３
３
３
８
‐
１
５
３
７
へ
。

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
た

め
に
、
子
育
て
の
手
助
け
を
し

て
ほ
し
い
方（
利
用
会
員
）と
、

子
育
て
の
手
助
け
が
で
き
る
方

（
協
力
会
員
）
が
、
地
域
の
中

で
子
育
て
の
相
互
援
助
を
す
る

た
め
の
会
員
組
織
「
杉
並
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ご
み
処
理
券
が
変
わ
り
ま
す

区
立
保
育
園 

 

看
護
婦（
士
）ア
ル
バ
イ
ト

登
録
統
計
調
査
員

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー（
ふ
れ
あ
い
の
家
）

 

パ
ー
ト
職
員
ほ
か

杉
並
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
委
員

杉
老
連
大
学
追
加
募
集

老
人
医
療
を
受
け
た
方
に 

 

医
療
費
通
知
を
郵
送
し
ま
す

杉
並
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

 

セ
ン
タ
ー
説
明
会

　

【
日
時
・
会
場
】
▽
第
一
二

回
＝
３
月　

日
�
、
永
福
和
泉

１８

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
３

―
８
―　

）
▽
第
一
三
回
＝
３

１８

月　

日
�
、社
会
福
祉
会
館（
阿

２７
佐
谷
南
１
―　

―
７
）
▽
第
一

１６

四
回
＝
４
月
５
日
�
、
社
会
福

祉
会
館
／
い
ず
れ
も
午
前　

時
１０

〜
正
午
【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
℡

５
３
０
６
‐
７
１
７
７
へ
。

　

入
学
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し

た
が
、
健
康
保
険
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
。
進
学
な
ど
の

た
め
に
家
族
と
離
れ
て
生
活
す

る
学
生
の
た
め
に
、
○学
 

保
険
証

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

○学
 

保
険
証
は
、
杉
並
区
の
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
の
扶
養
を
受
け
て
お
り
、
か

つ
住
民
票
の
転
出
届
を
し
て
い

る
学
生
の
方
に
対
し
て
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
証
、
在
学
証

明
書
（
ま
た
は
学
生
証
）
を
ご

持
参
の
う
え
、
出
張
所
ま
た
は

国
民
健
康
保
険
課
（
区
役
所
東

棟
二
階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
健
康

保
険
課
資
格
賦
課
係
へ
。

�
国
民
健
康
保
険

○学
 

保
険
証
の 

 

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

▲井伏鱒二さん
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日
々
の
生
活
の
中
に
は
、
仕

事
や
生
活
の
こ
と
で
様
々
な
ス

ト
レ
ス
が
発
生
し
ま
す
。

　

適
度
な
ス
ト
レ
ス
は
生
活
に

張
り
を
与
え
ま
す
が
、
そ
れ
が

過
度
に
蓄
積
す
る
と
心
や
身
体

を
弱
め
、
時
に
は
病
気
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
次
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
休
養
指
針
を
参

考
に
、
上
手
に
ス
ト
レ
ス
を
発

散
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
生
活
に
リ
ズ
ム
を

　

▽
早
め
に
気
づ
こ
う
、
自
分

の
ス
ト
レ
ス
▽
睡
眠
は
気
持
ち

よ
い
目
覚
め
が
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

▽
入
浴
で
身
体
も
心
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
▽
旅
に
出
か
け
て
、
心

の
切
り
替
え
を
▽
休
養
と
仕
事

の
バ
ラ
ン
ス
で
能
率
ア
ッ
プ
と

過
労
防
止

◇
ゆ
と
り
の
時
間
で
み
の
り
あ

る
休
養
を

　

▽
一
日
三
〇
分
自
分
の
時
間

を
見
つ
け
よ
う
▽ 
活 
か
そ
う
休

い

暇
を
、
真
の
休
養
に
▽
ゆ
と
り

の
中
に
楽
し
み
や
生
き
が
い
を

◇
生
活
の
中
に
オ
ア
シ
ス
を

　

▽
身
近
な
中
に
も
い
こ
い
の

大
切
さ
▽
食
事
空
間
に
も
バ
ラ

エ
テ
ィ
を
▽
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
で
感
じ
よ
う
、
健
康
の
息
ぶ

き
を

◇
出
会
い
と
き
ず
な
で
豊
か
な

人
生
を

　

▽
見
い
出
そ
う
、
楽
し
く
無

理
の
な
い
社
会
参
加
▽
き
ず
な

の
中
で
は
ぐ
く
む
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
フ

　

心
が
不
調
な
と
き
は
、
早
め

に
対
策
を
立
て
、
心
配
な
と
き

に
は
、
専
門
医
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
、
精
神
保
健
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
（
荻
窪
℡
３
３
９
１
‐

０
０
１
５
／
高
井
戸
℡
３
３
３

４
‐
４
３
０
４
／
高
円
寺
℡
３

３
１
１
‐
０
１
１
６
／
上
井
草

℡
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
／
和

泉
℡
３
３
１
３
‐
９
３
３
１
）

へ
。

　

杉
並
会
館
（
上
荻
３
―　

―
２９

５
）
は
充
実
し
た
設
備
で
、
幅

広
い
目
的
に
合
わ
せ
て
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
宴
会
室
は
披

露
宴
・
パ
ー
テ
ィ
ー
・
多
種
多

様
な
宴
会
に
、
ま
た
日
本
庭
園

を
利
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
出

が
で
き
ま
す
。展
示
室
は
絵
画
・

書
な
ど
の
展
示
に
、
多
目
的
室

は
合
唱
の
練
習
や
集
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　

【
使
用
料
・
申
込
期
間
】
左

上
表
の
と
お
り
【
休
館
日
】
毎

週
月
曜
日

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
杉
並
会
館
℡
３
３
９
９
‐

９
４
３
６
へ
。

〈杉並会館使用料等〉

申込期間
使用料（円）

室　　名
夜間午後午前

使用日の
６カ月前
から
 申込可

（１回２時間）  ４,６００宴会室（羽衣・芙蓉）

（１回２時間） １０,０００宴会室（末広）

（１回２時間） １４,０００宴会室（孔雀）

（全日使用のみ）  ２,０００第１～４展示室

（全日使用のみ）  ４,０００第５展示室

３,０００４,０００３,０００多目的室

使用日の
３カ月前
から
 申込可

１,８００２,４００１,２００第１集会室

１,６００２,１００１,０００第２集会室

２,３００３,１００１,５００第３集会室

（注）１．午前＝午前９時～正午、午後＝午後１時～５時、
　　夜間＝午後６時～９時。
２．区内在住・在勤でない方は、申込期間が異なりま
　　す。
３．地域登録団体は、使用料が半額になります(宴会
　　室を除く)。
４．展示室を集会室として使用する場合は、お問い合
　　わせください。

　

第
四
回
区
立
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
（
杉
並
区

立
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会

会
長
Ｏ
Ｂ
会
主
催
、
区
後
援
）

が
開
催
さ
れ
、
今
年
は

桃
井
第
一
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
制
作
の「
も
も
い
ち
」

が
最
優
秀
賞
（
杉
並
区

長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
の
広
報
は
約
二
〇

〜
三
〇
ペ
ー
ジ
の
冊
子

で
、
活
動
の
紹
介
や
、

学
校
の
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
、
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内

容
で
、主
催
者
に
よ
る「
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
活
動
充
実
だ
け
で
は
な
く
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子
ど
も
た
ち
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
情
報
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト

に
ふ
さ
わ
し
い
広
報
誌

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
田
宏
区
長
は「『
下

か
ら
も
し
く
は
同
等
の

視
点
か
ら
』
と
い
う
編

集
方
針
に
の
っ
と
り
、

子
ど
も
た
ち
の
世
界
を

知
り
、
そ
し
て
一
緒
に

楽
し
む
姿
勢
が
に
じ
み
で
た
素

晴
ら
し
い
作
品
で
す
」
と
、
今

後
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病

（
成
人
病
）
の
早
期
発
見
の
た

め
、
成
人
健
康
診
査
を
左
表
の

と
お
り
、
皆
さ
ん
の
誕
生
月
に

行
っ
て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん
検

診
（
便
潜
血
二
日
法
）
も
同
時

実
施
し
て
い
ま
す
。
費
用
は
無

料
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
３

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・
年
齢

は
誕
生
月
時
点
）
に
生
年
月
日

も
書
い
て
、
誕
生
月
の
前
月　
１５

日
ま
で
に
杉
並
保
健
所
健
康
推

進
課
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪

１６７

５
―　

―
１
）
へ
。
誕
生
月
の

２０

二
カ
月
前
ご
ろ
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
℡
３

３
９
１
‐
１
０
１
５
へ
。

※
①
受
診
票
は
誕
生
月
の
前
月

　

日
ご
ろ
に
郵
送
し
ま
す
②

２０受
診
票
到
着
後
、
医
療
機
関

ま
た
は
管
轄
の
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
電
話
で
予
約
を
③
４
月

誕
生
月
の
方
の
健
診
か
ら
採

血
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
（
血

清
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
）
を

　

・　

・　

・　

・　

歳
の

４０

４５

５０

５５

６０

区
民
を
対
象
に
同
時
に
実
施

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

 　

借
地
借
家
法
が
改
正
さ
れ
、

３
月
１
日
か
ら
借
家
契
約
に
新

し
く
「
定
期
借
家
契
約
」
が
加

わ
り
ま
し
た
。

　

定
期
借
家
は
、
「
貸
主
と
借

主
が
対
等
な
立
場
で
契
約
期
間

や
家
賃
等
を
決
め
、
合
意
の
上

で
契
約
が
行
わ
れ
る
自
由
な
賃

貸
借
契
約
制
度
」
で
す
。　
　

◇
「
定
期
借
家
契
約
」
は
…
①

従
来
の
借
家
契
約
で
は
、
正
当

事
由
が
な
い
限
り
、
貸
主
か
ら

の
更
新
拒
絶
は
で
き
ず
、
自
動

的
に
契
約
が
更
新
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「
定
期

借
家
契
約
」
で
は
、
契
約
で
定

め
た
期
間
の
満
了
に
よ
り
、
更

新
さ
れ
る
こ
と
な
く
確
定
的
に

借
家
契
約
が
終
了
し
ま
す
。
②

貸
主
と
借
主
双
方
が
合
意
す
れ

ば
、
改
め
て
再
契
約
を
し
、
そ

の
借
家
へ
の
居
住
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
合
意
で
き

な
け
れ
ば
引
き
続
き
賃
借
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

③
定
期
借
家
の
期
間
に
は
、
一

切
の
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一

年
未
満
で
も
二
〇
年
を
超
え
る

期
間
で
も
契
約
で
き
ま
す
。
④

居
住
用
の
建
物
に
限
ら
ず
、
営

業
用
の
建
物
な
ど
も
定
期
借
家

契
約
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
⑤

３
月
１
日
以
後
に
借
家
契
約
を

締
結
す
る
場
合
は
、
双
方
の
話

し
合
い
に
よ
り
、
「
従
来
型
の

借
家
契
約
」
と
「
定
期
借
家
契

約
」
と
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で

き
ま
す
。　

◇
「
定
期
借
家
契
約
」
を
結
ぶ

た
め
に
は
…
①
必
ず
公
正
証
書

な
ど
の
書
面
で
契
約
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
②
貸
主
は
、

「
こ
の
賃
貸
借
は
契
約
の
更
新

は
な
く
、
期
間
の
満
了
に
よ
り

終
了
す
る
」
こ
と
を
契
約
書
と

は
別
に
、
あ
ら
か
じ
め
書
面
を

交
付
し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
説
明
を
し
な

か
っ
た
と
き
は
、
正
当
事
由
に

よ
っ
て
終
了
す
る
従
来
型
の
借

家
契
約
と
な
り
ま
す
。　

◇
「
定
期
借
家
契
約
」
が
終
了

す
る
と
き
は
…
①
賃
貸
借
期
間

が
一
年
以
上
の
場
合
は
、
期
間

の
満
了
の
一
年
前
か
ら
六
カ
月

前
ま
で
に
貸
主
は
、
「
期
間
の

満
了
に
よ
り
賃
貸
借
が
終
了
す

る
」
こ
と
を
通
知
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
②
通
知
が
遅
れ
た

場
合
に
は
、
通
知
の
日
か
ら
六

カ
月
間
は
、
借
家
契
約
が
継
続

す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
借
家

を
利
用
で
き
ま
す
が
賃
料
を
支

払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

◇
定
期
借
家
契
約
の
中
途
解
約

は
…
①
居
住
用
の
建
物
（
生
活

の
本
拠
と
し
て
使
用
し
て
い
る

店
舗
併
用
住
宅
を
含
む
）
で
床

面
積
が
二
〇
〇
�
未
満
の
も
の

は
、
転
勤
・
療
養
・
親
族
の
介

護
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
っ
て
借
主
が
そ
の
建
物

を
生
活
の
本
拠
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場

合
、
借
主
か
ら
の
一
カ
月
前
の

申
し
入
れ
に
よ
る
中
途
解
約
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

家
賃
の
不
払
い
な
ど
の
債
務
不

履
行
が
あ
る
場
合
な
ど
以
外
は

貸
主
か
ら
の
一
方
的
な
中
途
解

約
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
②
①

以
外
の
建
物
の
場
合
で
も
契
約

書
に
特
約
が
あ
れ
ば
、
そ
の
定

め
に
従
っ
て
、
中
途
解
約
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

◇
借
賃
改
定
の
特
約
は
…
①
定

期
借
家
契
約
に
お
い
て
は
、
借

賃
の
改
定
に
関
す
る
特
約
が
あ

る
場
合
に
は
、
特
約
を
優
先
さ

せ
、
家
賃
増
減
請
求
権
を
認
め

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
３
月
１
日
前
に
結
ば
れ
た
借

家
契
約
は
…
①
３
月
１
日
前
に

結
ば
れ
た
借
家
契
約
の
効
力

は
、
従
来
ど
お
り
で
す
。
②
３

月
１
日
前
に
借
家
契
約
を
締
結

し
て
い
る
居
住
用
の
建
物
（
生

活
の
本
拠
と
し
て
使
用
し
て
い

る
店
舗
併
用
住
宅
を
含
む
）
で

引
き
続
き
賃
貸
借
す
る
場
合

は
、
定
期
借
家
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
③
営

業
用
の
建
物
や
従
来
の
期
限
付

借
家
契
約
の
一
部
は
双
方
の
合

意
に
よ
り
定
期
借
家
契
約
を
結

ぶ
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、住
宅
課
へ
。

　

区
内
在
住
の
義
務
教
育
年
齢

の
お
子
さ
ん
が
、
学
校
教
育
法

に
基
づ
き
認
可
を
受
け
た
各
種

学
校
の
う
ち
、
外
国
人
を
対
象

と
し
た
学
校
に
通
学
し
、
両
親

ま
た
は
一
方
の
親
が
外
国
人
登

録
を
行
っ
て
い
る
保
護
者
の
方

に
、
授
業
料
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

　

【
補
助
金
額
】
月
額
六
〇
〇

〇
円
（　

年　

月
〜　

年
３
月

１１

１０

１２

分
を
通
学
期
間
に
応
じ
て
交

付
）

　

申
請
書
は
、
学
校
を
通
じ
て

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
・
申
請
手
続
き

な
ど
の
詳
細
は
、
生
活
経
済
部

管
理
課
庶
務
係
へ
。

　

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
、
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
、
高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
は
、
４
月

１
日
か
ら
当
分
の
間
、
新
規
購

入
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
休
止
し

ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
各
区
民
セ

ン
タ
ー
（
永
福
和
泉
℡
５
３
０

０
‐
９
４
１
１
／
阿
佐
谷
℡
３

３
１
４
‐
７
２
１
１
／
高
井
戸

℡
３
３
３
１
‐
７
８
４
１
）へ
。

　

重
大
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

①
自
転
車
や
バ
イ
ク
を
路
上
に

放
置
し
な
い
②
道
路
に
商
品
台

を
出
し
た
り
販
売
を
し
た
り
し

な
い
③
看
板
や
の
ぼ
り
旗
な
ど

を
道
路
に
置
か
な
い
④
電
柱
や

道
路
工
作
物
（
道
路
標
識
な

ど
）
に
は
り
紙
を
し
な
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
各
警
察
署

交
通
規
制
係
（
杉
並
℡
３
３
１

４
‐
０
１
１
０
／
高
井
戸
℡
３

３
３
２
‐
０
１
１
０
／
荻
窪
℡

３
３
９
７
‐
０
１
１
０
）
ま
た

は
区
工
事
第
一
課
℡
３
３
１
５

‐
４
１
７
８
、
工
事
第
二
課
℡

３
３
９
５
‐
４
３
０
８
へ
。

〈成人健康診査（誕生月検診）〉
健診会場申込先対象年齢
区内医療機関
または管轄の
保健センター

杉並保健所健康推進課３０歳
 ～５９歳

区内医療機関
申込不要昨年、高年者健診

を受けた方６０歳
 ～６４歳 杉並保健所

健康推進課
昨年、高年者健診
を受けなかった方

※６５歳以上の方には、例年どおり８月下旬に「高年者健康診
査受診票」　をお送りします。

心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
のののののののののののののののののののののののののののののののの
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

心
の
健
康
づ
く
り  
〜
上
手
に
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

〜　

歳
に
な
る
方
の 

３０

６４

 

成
人
健
康
診
査

借
家
契
約
に

「
定
期
借
家
契
約
」

 

が
加
わ
り
ま
す

外
国
人
学
校
に
通
学
す
る 

児
童
・
生
徒
の 

 

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

�
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

図
書
コ
ー
ナ
ー
・
新
規
購

 

入
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
休
止

�
３
月
は
道
路
交
通
環
境

 

整
備
強
化
月
間

道
路
は
み
ん
な
の
も
の

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ご
利
用
く
だ
さ
い 

杉
並
会
館

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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４
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険

制
度
に
つ
い
て
、
区
民
の
皆
さ

ん
に
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
説
明
会
を
下
表
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
①

介
護
保
険
制
度
の
あ
ら
ま
し
②

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
方

③
関
連
す
る
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
は
ど
う
な
る
か
、
な
ど
で

す
。

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

    
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険

相
談
窓
口
へ
。

　

４
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険

の
被
保
険
者
証
を
３
月
８
日
、

次
の
方
に
お
送
り
し
ま
し
た
。

①
第
一
号
被
保
険
者
（
昭
和　
１０

年
４
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
②
第
二
号
被
保
険
者
（
昭

和　

年
４
月
３
日
か
ら
昭
和　

１０

３５

年
４
月
２
日
に
生
ま
れ
た
方
）

で
、要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
。

　

内
容
を
よ
く
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険 介

護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す

〈介護保険説明会日程〉

定員（人）会　　　　　場日　　時

１１７６杉並公会堂★☆（上荻１‐２３‐１５）３月１８日�　午後１時～３時

１１０高井戸地域区民センター（高井戸東３‐７‐５）　　１９日�　午後２時～４時

２５０久我山会館（久我山３‐２３‐２０）　　２０日�　午後２時～４時

９０阿佐谷地域区民センター（阿佐谷南１‐４７‐１７）　　２１日�　午後２時～４時

５６８セシオン杉並ホール★（梅里１‐２２‐３２）　　２２日�　午後６時～８時

１８０方南会館（和泉４‐４２‐５）　　２３日�　午後２時～４時

２６０高円寺会館（高円寺北２‐１‐２）　　２４日�　午後６時～８時

１９５浜田山会館（浜田山１‐３６‐３）　　２５日�　午後２時～４時

３６６勤労福祉会館★（桃井４‐３‐２）　　２６日�　午後２時～４時

１１１永福和泉地域区民センター（和泉３‐８‐１８）　　２７日�　午後６時～８時

 ７２上井草スポーツセンター会議室 （上井草３‐３４‐１）　　２８日�　午後６時～８時

１１７６杉並公会堂★☆（上荻１‐２３‐１５）　　２９日�　午後６時～８時

注１．定員に達した場合は入場できない場合もありますので、あらかじめご了承くださ
い。２．★は要約筆記、☆は手話通訳があります。３．車での来場はご遠慮ください。

　

こ
れ
ま
で
区
で
は
、
ハ
エ
や

カ
な
ど
の
衛
生
害
虫
や
、
樹
木

に
付
く
毛
虫
な
ど
の
駆
除
対
策

の
一
環
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
殺

虫
剤
を
無
料
配
布
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
の
４
月
以
降
の

殺
虫
剤
の
配
布
を
次
の
理
由
に

よ
り
や
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

○
公
共
下
水
道
が
ほ
ぼ
完
備
さ

れ
、
衛
生
的
な
環
境
が
整
備
さ

れ
て
き
た
こ
と
で
、
ハ
エ
や
カ

な
ど
の
衛
生
害
虫
の
多
量
の
発

生
が
抑
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
媒

介
す
る
伝
染
病
の
発
生
も
見
ら

れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
。

○
化
学
物
質
の
人
体
や
環
境
に

与
え
る
影
響
に
対
す
る
区
民
の

み
な
さ
ん
の
関
心
が
年
々
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
。

○
殺
虫
剤
を
は
じ
め
と
す
る
薬

剤
を
悪
用
す
る
事
件
が
全
国
的

に
発
生
し
て
い
る
こ
と
。

○
ハ
エ
な
ど
の
発
生
原
因
と
な

る
動
物
の
ふ
ん
や
死
が
い
を
除

去
す
る
こ
と
。            　

○
生
ご
み
は
放
置
し
な
い
で
密

閉
容
器
に
入
れ
、
ご
み
置
場
な

ど
は
清
潔
に
し
て
お
く
こ

と
。                　

○
カ
の
発
生
を
防
ぐ
に
は
水
た

ま
り
を
な
く
す
こ
と
（
池
に
は

魚
を
飼
う
と
ボ
ウ
フ
ラ
駆
除
に

な
り
ま
す
）
。                    

○
庭
な
ど
に
空
き
缶
や
古
タ
イ

ヤ
、
使
い
捨
て
容
器
な
ど
放
置

し
な
い
こ
と
。          　

○
排
水
溝
や
雨
ど
い
な
ど
が
詰

ま
ら
な
い
よ
う
定
期
的
に
点

検
、
清
掃
を
す
る
こ
と
。

　

樹
木
に
つ
く
毛
虫
の
中
に

は
、
触
れ
る
と
か
ぶ
れ
た
り
、

刺
し
た
り
す
る
害
虫
が
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
発
生
時
期
に
、
葉
の
裏

側
を
よ
く
観
察
し
た
り
、
樹
木

の
下
の
地
面
に
ふ
ん
が
落
ち
て

い
な
い
か
な
ど
を
見
ま
す
。

　

幼
虫
を
発
見
し
た
ら
、
発
生

し
て
い
る
枝
葉
を
枝
ご
と
切
り

取
り
、
地
中
に
埋
め
て
く
だ
さ

い
。
早
期
発
見
と
駆
除
が
も
っ

と
も
効
果
的
で
す
。

　

あ
き
地
な
ど
に
雑
草
が
茂
っ

た
り
、
ご
み
な
ど
が
不
法
に
投

棄
さ
れ
て
い
る
と
、
害
虫
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
管
理

者
の
方
は
、
雑
草
の
除
去
、
樹

木
の
せ
ん
定
、
清
掃
な
ど
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

公
共
施
設
の
樹
木
か
ら
、
害

虫
な
ど
が
発
生
し
た
時
は
、
管

理
者
が
駆
除
し
ま
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
管
理
者
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。　
　
　

※
殺
虫
剤
散
布
の
際
に
使
用
す

る
肩
掛
噴
霧
器
の
貸
し
出
し

は
、
各
出
張
所
で
当
面
の
間

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
保
全

課
環
境
係
へ
。

害
虫
駆
除
用
殺
虫
剤
の

配
布
を
や
め
ま
す

★
米
穀
小
売
業
新
規
・
更
新
登

録
申
請

　

（
６
月
１
日
登
録
）
の
受
付

　

【
書
類
配
布
場
所
】
都
生
活

文
化
局
流
通
対
策
課
米
穀
係
、

同
局
多
摩
消
費
生
活
係
、
区
消

費
者
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１

―　

―
４
）【
申
請
期
間
】４
月

３６

３
日
〜
４
月　

日
（
土
・
日
曜
・

２８

祝
日
を
除
く
）、東
京
都
は
、３

月　

日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

１５

　

問
い
合
わ
せ
・
卸
売
業
の
登

録
申
請
は
、
都
生
活
文
化
局
流

通
対
策
課
米
穀
係
℡
５
３
８
８

‐
３
０
８
３
へ
。

★
痴
呆
の
予
防
と
介
護

　

【
日
時
】
３
月　

日
�
午
前

２３

　

時　

分
〜　

時　

分
【
会

１０

３０

１１

４５

場
】
浴
風
会
（
高
井
戸
西
１
―

　

―
１
）【
講
師
】
聖
マ
リ
ア

１２ン
ナ
医
科
大
学
副
理
事
長
・
長

谷
川
和
夫
さ
ん【
参
加
費
】無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
浴
風
会
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ケ
ア

　

高
井
戸
）
℡
３
３
３
４
‐
２

２４４
９
５
へ
。

★
小
庭
園
を
楽
し
む

　

【
日
時
】
５
月　

日
〜　

月

２０

１０

７
日
の
間
の
土
曜
日
午
後
１
時

　

分
〜
午
後
５
時
（
全
八
回
）

３０【
会
場
】
都
立
農
芸
高
校
【
内

容
】
一
坪
程
度
の
庭
の
設
計
と

作
り
方
【
対
象
】
都
内
在
住
・

在
勤
の
成
人
【
定
員
】
三
〇
名

【
参
加
費
】
六
〇
〇
〇
円

情 報

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
記
入
例
参
照
）
で
４
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
都
立
農

１０芸
高
校
事
務
室
（
〒　

‐
０
０

１６７

３
５
今
川
３
―　

―
１
）へ
。申

２５

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
室

℡
３
３
９
９
‐
０
１
９
１
へ
。

　

３
月
１

日
付
広
報

６
ペ
ー
ジ
「
４
月
の
無
料
が
ん

検
診
」
表
中
、
和
泉
保
健
セ
ン

タ
ー
の
電
話
番
号
は
℡
３
３
１

３
‐
９
３
３
１
、
高
円
寺
保
健

セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
は
℡
３

３
１
１
‐
０
１
１
６
の
誤
り
で

し
た
。
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相
談
窓
口
へ
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方

で
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
を
依
頼

す
る
事
業
者
が
見
つ
か
ら
な
い

場
合
は
、区
で
ご
案
内
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
で
、
事

業
者
と
の
契
約
が
ど
う
し
て
も

困
難
な
方
を
対
象
に
、
区
も
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
各
福
祉
事

務
所
（
東
℡
３
３
８
１
‐
０
１

１
１
／
西
℡
３
３
９
８
‐
９
１

０
４
／
南
℡
３
３
３
２
‐
７
２

２
１
）
へ
。

４
月
か
ら

介
護
保
険
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

介
護
保
険
被
保
険
者
証
を

送
付
し
ま
し
た

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
が

決
ま
ら
な
い
方
へ

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

� � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � �

　

建
築
行
為
等
を
行
う
場

合
、
緑
化
の
計
画
を
建
築
確

認
申
請
前
に
届
け
出
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
対
象

と
な
る
敷
地
面
積
を
三
〇
〇

�
か
ら
二
〇
〇
�
に
引
き
下

げ
る
と
と
も
に
、
緑
地
の
算

出
方
法
が
変
更
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
接
道
部
緑
化
率
を

調
整
基
準
に
導
入
す
る
ほ

か
、
車
を
二
〇
台
以
上
置
く

駐
車
場
の
設
置
に
も
緑
化
計

画
の
届
け
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
保

全
課
み
ど
り
の
係
へ
。

４
月
１
日
緑
化
計
画
の

調
整
基
準
等
が
変
わ
り
ま
す

家
庭
で
で
き
る
害
虫
対
策

樹
木
に
つ
く
毛
虫
な
ど
の

発
生
の
防
止
や
駆
除

あ
き
地
な
ど
の
適
正
な
管
理

そ
の
他

３月３０日�・３１日�
午前１０時～午後４時

区役所１階ロビーまたは
２階国民年金課

３月３１日�は、国民年金保険
料２月分の支払い期限です。
忘れずにお支払いください。

年金相談のお知らせ

����
����
����

●情報をお寄せください／区内の催しや、
楽しい情報をお待ちしています。�
●写っている方／希望者には写真を差し上
げます。�
※広報課へご連絡ください。�

　「皆さん、修了おめでとうございます」―演壇に立つ人の手に受講生の視線
が集まります。３月２日、障害者福祉会館で平成１１年度杉並区手話講習会（夜
間部）の修了式が行われ、この日、初級～上級クラス、中途失聴・難聴者クラ
ス合わせて１４６人の受講生が１年間の講習を終えて修了式を迎えました。�
　受講生の１人は、「同じ苦しみや悩みを理解し合えるクラスの仲間が出来まし
た。皆さんとのかかわりの中で、積極的に人と接するようになり、今は、毎日
が本当に楽しいですよ」と話していました。―３月２日写す。�

支え合う仲間たち　杉並区手話講習会�

訂
正
と
お
わ
び


